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７月19日(火)「活動計画発表」
　青柳六郎太 SAA
　白 井 貴 博 親睦活動委員長
　渡 辺 岳 仁 広報情報委員長
　野 城 隆 憲 職業奉仕委員長
東天紅　点鐘12:30

■ ニコニコBOX
・芦谷元会員…6 月 28 日付で成田支店へ異動となりました。10 か月の短い間でしたが大変お世話になりました。

日程上直接挨拶出来ず申し訳ありませんが、千葉県内にはおりますのでまた機会があれば宜しくお願いします。
・内貴…遠藤さん、前野さんガンバッテ
・山本…遠藤、前野年度の門出を祝して。
・阿部…選挙で二人当選ご協力ありがとうございました。
・遠藤…真野会員、入会歓迎致します。
・花光…クラブ奉仕委員会を一年間宜しくお願いします。
・前野…皆様、本年一年間どうぞ宜しくお願いいたします。
・花澤…本年度の社会奉仕委員会の発表をします。皆様ご協力のほど、お願いします。
・木村龍次…本年度の国際奉仕委員会にご協力をお願いします。
・宇井…55 歳の誕生日を迎えます。これからも頑張っていきます。皆様のご指導宜しくお願いします。
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■ 活動計画発表
花 嶋 　 実 会計（代理 /鳥 海 浩 幸 副会計）
　○委員会の主な活動内容　・財務運営管理　・上期下期収支報告　・その他
　○活動方針　資金を正確に管理し、経費の節約に努め会員の実費負担の軽減を目標に、資金管理の内容を明確に全員へ知らせる
　○活動計画　１．会長、幹事の指示のもとに、資金を正確に管理する　２．資金の受払いは速やかに行い、記録は正確に記す　３．収入と支出及び財政状態は定期的に理事会及び会員に報告する

花 光 和 久 クラブ奉仕委員長
　まずクラブ奉仕委員会の　組織についてお話します。クラブ奉仕委員会内には委員会が 4 つあります。川城委員長による会員増強委員会・渡邊
　委員長による広報情報委員会三上委員長によるプログラム委員会・白井委員長による親睦活動委員会です。
　クラブ奉仕委員会の人員構成ですが、委員長に花光、副委員長は空席です。兼任委員として、川城親睦活動委員会委員長・渡邊広報情報委員会
　委員長三上プログラム委員会委員長・白井親睦活動委員会委員長・須藤青少年奉仕委員会委員長西川PP・宮川　PP・瀧澤PP ・賀来会員の構成です。
　活動方針ですが　１．「感謝と誇り」～胸躍る未来へ～　の会長方針に基づき、魅力あるクラブ作りの為に活動する小委員会を支援します　２．
　会員相互の親睦を図るために各委員会活動に会員参加を促すことでクラブ活動への理解を深めるようにします。
　活動計画ですが　1．スムーズな「クラブ運営」と、規定に沿った「管理」を目指します。　2．戦略計画（各委員会・会長予定者会議と連携）を図ります。
　３．会員選考・ならびに職業分類の選任について、会員選考の審査は渡邊広報情報委員会委員長、　職業分類の審査は宮川 PP　4．総会時の出
　席確認と報告を行います。　各委員会活動への支援が出来れば考えています。
　もう一つ　クラブ研修リーダーの任命を受けております。今月 30 日に地区の研修リーダーに参加しますので、クラブに生かしたいと考えてい
　ます。以上で、クラブ奉仕委員会の　活動計画の発表を　終わります。

花澤誠一郎 社会奉仕委員長
　本年度、社会奉仕委員長に任命された花澤です。皆様宜しくお願い致します。メンバー構成は平塚五郎次副委員長、木村桂造副委員長、佐藤貢委員、
　園川裕委員の５名構成です。本年の遠藤年度の目標であります感謝と誇り、胸躍る未来のために地域貢献のための奉仕活動を行いたいと思います。
　各行事には各委員が責任をもって１つの行事の責任者になることという方針を決定いたしました、活動計画として　1、JR 稲毛駅東口のふれあ
　い花壇の維持・管理　１１月と５月に稲毛駅前ふれあい花壇の植え替え作業があります。千葉商業高校のインターアクトクラブが例年参加して
　頂いており、本年も青少年奉仕委員会の協力を頂き、きれいな花を優しくかつ楽しく花の植え替え作業を行います。委員会主導で水やり、雑草
　除去もしっかり行っていきます。　2、ディアフレンズ美浜の支援、行事の参加。　社会奉仕意識向上の為にも多数の参加をお待ちしております。
　3、いのちの電話相談員の養成支援と各種活動の参加　いのちの電話　チャリティーコンサートが開催されます。こちらも多数のご協力をお待ち
　しております。　4、青少年育英基金の受付参加　第３週目基金を設置し参加することとします。　5、過去の記念植樹の維持管理者への御礼・
　管理状態の確認　6、その他　社会奉仕活動を検討していく。どうしたら社会奉仕活動を効果的にやっていけるか委員会内で協議し、理事会に上
　申していきます。会員の中には職業を通じて社会奉仕活動を実践して行っている会員もおりますので卓話をしていただき、プログラムに反映し
　たいと考えております。個別にお話したい方は宣伝でも構いません。どんどん立候補ください。（感謝と誇り）胸躍る未来は個々の会員の理解を
　得なければなりません、どうぞよろしくお願いいたします。以上が活動計画です。不慣れではございますが、１年間頑張ってまいりますのでよ
　ろしくご指導お願い致します。

須 藤 郁 雄 青少年奉仕委員長
　16~17 年度青少年奉仕委員会　委員長を仰せつかりました　入会して 5 年目 1 回目のふしめを迎えました須藤です。代打の代打で理事会も被
　選を含め 2 回しか出席しておらず重い荷物を背負ったかなぁという感じですが　頑張ってみますので宜しくお願いします。まず最初に　当年度
　無難に不慣れの自分をフォローして下さる委員会メンバーですが　副委員長に在籍 24 年目のベテラン稲垣正男会員貴重な女性メンバーの根本
　節子会員　金融関係に詳しい金森義夫会員　以上の 4 名です。活動方針及び計画については　青少年の健全な育成とロータリー活動への理解を
　深め社会貢献をする事を目的として当クラブ提唱の千葉商業高等学校インターアクトクラブをサポートして　健全育成を推進していきます。
　7/7 に千葉県高文連インターアクト専門部会　幹事校の木更津総合高等学校にて顧問教師、2790 地区　各ロータリークラブ青少年奉仕委員長
　出席による　第 1 回インターアクト合同会議が行われました。8/3 水曜日に行われる第 50 回インターアクト年次大会についての打ち合わせ及
　び説明がありました。8/3 に 第 50 回インターアクト年次大会開催　9/13 に第 2 回インターアクト合同会議開催　9/25 に成田で行われる地
　区大会での青少年の集いに参加　10/ 未定ですが第 28 回インターアクト国外研修イン台湾台北のオリエンテーションの開催 11/11－/14 の
　4 日間で台北の天和ロータリークラブの協力で国外研修実施　李登輝さんの卓話等もあります。間が空きまして　3/14 に第 3 回インターアク
　ト合同会議開催　5/ 未定　千葉黎明高等学校にて　第 50 回インターアクト指導者講習会開催という　ざっと年間予定はこのような感じです。
　その他では　やはり千葉商インターアクトクラブとの共同奉仕事業の推進　また　学園祭等に訪問して活動成果等の見学や　生徒との交流を深
　めたいと　思います。以上で終わりますが　短い 1 年ではありますが　会長幹事各委員長共々宜しくお願い致します。有難うございました。

木 村 龍 次 国際奉仕委員長
　本年度の国際奉仕委員会は、委員長木村龍次、副委員長須藤郁雄会員、委員に新井英次ＰＰ、山本康昭ＰＰ、藤崎泰裕直前幹事というメンバー
　で活動します。
　活動計画は、8 月 6 日からの高雄北区ＲＣからの子弟交流の受入れから始まります。8 月９日に帰国するまでに、8 月 6 日納涼例会への参加、
　8 月 7 日ディズニーリゾートでの遊園、8 月 8 日横浜・浅草方面への小旅行、同日夕方から千葉市内での歓送会、最終日には通常例会への参加
　という計画です。これらの行事に加え、成田空港での出迎え、帰国時の見送りに多数の会員が参加されるようお願いいたします。
　子弟交流では、ここ何年間か当クラブからの送り出しがないので、例年 3 月に予定されている子弟の送り出しを、来年または再来年に実現する
　ための道筋を作りたいと思っています。これについても会員のご協力をおねがいします。
　また、来年４月には姉妹クラブの釜山鎮ＲＣ創立４０周年記念式典があります。当クラブの 40 周年記念式典に来葉されたことに対する返礼と
　して、当クラブからも大挙して釜山に行きたいと思いますので、会員の皆さんも今から予定してください。
　千葉市立緑町小学校の児童と姉妹クラブの児童間の書画交流、世界社会奉仕としてのＷＣＳ活動、アジアふれあい基金への任意寄付毎月集金活
　動も例年通り行い、各国との友好・親善を図り、胸躍る未来に向けた交流を推進する予定です。
　例年と変わらない活動計画ですが、長年にわたり継続してきた活動を着実にそして誠実に継続することが、友好関係をより一層深めるものと確
　信しています。1 年間、皆様の多大なご協力を戴き、国際奉仕委員会の活動が実りあるものになるよう委員一同努力いたします。


